
〈中学校技術 ・家庭(技術分野)部会〉

研究主題

生活を工夫し創造する能力や態度を育てるための補充的な学習 ・発展的な学習の在り方

1研 究の概要

技術 ・家庭科の技術分野では、実践的 ・体験的な学習活動 を通 して、 ものづ くりやエネル ギー利

用及び コンピュー タ活用等に関す る基礎的な知識 と技術を習得す るとともに、技術が果たす役割 に

っいて理解 を深 め、それ らを適切に活用する能力 と態度を育てることを 目指 してい る。

技術分野の内容A技 術 とものづ く りに関連す る学習は、小学校 にお いては図画工作や生活科 、理

科の学習内容 の一部に見 られ 、また総合的な学習の時間の中で も取 り扱われ る場合 があ る。 生徒 は

それ ら各教科等で習得 した学習内容を基盤 に して中学校 で新たにひ とっの教科 として学習す るこ と

となるが、各教科等の取 り扱 う題材 によって生徒の既習体験が異なるため、中学校入学段 階におい

て特に技能面 にお ける生徒 の習熟の状況に差が見 られ る。

また、今 日の消費中心の生活様 式は生徒 のものづ くり体験の機会 を減少 させてお り、 ものづ くり

の経 験 自体 も加 工済みの部 品を組 み立て るよ うな ものが増 えてきている。 さらに、生徒 を取 り巻 く

生活環境 は多様化 してお り、ものづ くりを体験す る機 会の差那生徒 によって大き く異なっている。

こ うした生徒の状況は実践的 ・体験的な活動 を主た る学習方法 としてい る本教科 においては大 き

な課題 となってお り、基礎的 ・基本的な内容の確実な定着 を図 るための指導の工夫や、個 に応 じた

指 導の充実が求め られている。

以上 より、本研 究では、生徒の学習進度差の大きい指導項 目にお いて補充的な学習や発展的な学

習を導入す ることが有効であるとの考 えに立 って、指導の改善を図 るための研 究開発を行 う。具体

的 には内容A技 箭 とものづ くりにおいて、生徒の学習進度 に差の生 じる部分 について実態調査 を行

い、学習進度差 の生 じやすい指導項 目について分析す る。分析結果 に基づいて補充的な学習や発展

的な学習を導入 す るための指導計画、指導方法、内容等を工夫 し、基礎的 ・基本的な内容 の定着 を

図 るとともに、個に応 じた指導 の充実 を追究す ることとす る。

皿 研 究 の 方 法

1実 態 調査

生徒 の実態や これ まで の指導 を通 じての経験等に基づ き、学習進度の差 の大 きくな る指導項 目

をい くつか抽 出す る ことに した。具 体的 には、 「製作 に必要 な図 をか くこ と」指導項 目及 び 「製

作品 の組 立て1の 指導項 目におい て、学習場面の どの部分 に原 因があるのかを調査す るこ とに し

た。

2学 習 指導 計画 の作成

上記調査 結果 に基 づ き、共通 に学 習す る時間 と補充的 な学 習や発展的 な学習及び共通の学習 に

分かれ て活 動す る時間 を設 定 し、個 に応 じた指導 を充実 させ る とともに基礎的 ・基本的な 内容 の

確実 な定着 を図 る題 材の指 導計画 を作成す る。

3指 導 内容の工夫改善

上記 調査結果に基づ き、補充的 な学習や発展的 な学習 を導入すべ き学 習場面 につい て指導 内容

を工 夫改善す ることと した。
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自分 で作 りたい作品 を製作す るた めには製作図が必要になって くる。 中学校 では 「製作 に必要

な図をか くこと」は、 「等角図」又は 「キャビネ ッ ト図」のいずれ かの図法でか くことがで きる

よ う指導す るこ ととなってい る。 多 くの学校では両方 の図法 を一通 り学習 した後 、生徒 が どち ら

か の図法を選択 して図 をか くことが多いが 、この方 法では図法の学 習にあてる時 間が ど うしても

多 くな って しま う。

そ こで本研 究では、学習前に生徒 に どちらか一方 の図法を選 択 させ て、それ を集 中 して学習 さ

せ る よ う指 導内容 を改善す ることと した。図法の学 習に入 る前 に立体 をスケ ッチ させ て どち らの

図法 がか きやす いか生徒 自身が選択 し、そ の図法を重点的に練 習す る ことに よって設 定 した指導

時 間の中で製 作に必要な図をか くカ を一層確 実に定着 させ よ うと考えた。

「製作 品の組 立て」では、使用す る材料 に木材 を使用 した際の釘 に よる接合 の時 の失敗 によっ

て学習 の進度 差が生 じることが多い。 この失敗の原 因は、釘 打ちその もの よ りも前段階の下穴 あ

けの不正確 さによる もの と考 える。

この ことか ら、下穴 を疋確に あける技能 を高め るためにき りの使 い方 を学習す る とともに、

「目的 を達成 するために知識 を適切 に組み合わせ 、具体的な形 に した り操 作 した りす るこ と」 を

生徒 に習得 させ る技術 とと らえ、下穴あ けにボール盤 に よる加 工を取 り入れ るな ど指導内容 を工

夫 した。

この よ うな指導内容の工夫 を通 じて、 よ り正確 な知識や技術 を身 に付 け させ るための補充的 な

学 習や発展 的な学習 の在 り方 につ いて研究開発す ることと した。

4指 導方法の工夫改善

学習進度 に差が生 じる揚面 では、学習 内容 の定着 していない生徒 に対 して基礎的 ・基本的 な内

容 の確 実な定着 を図った り、学習 内容の身 に付いた者の うち 、さ らに学習 を広 げた り、深 めた り、

進 めた りしたい生徒 に対 して 、個 に応 じた教材開発 や学習活 動の設 定歩必要になって くる。

「製作品 の設計」では、学習進度 の差 が生 じやす い場面におけ る補充的 な学習 ・発展的な学習

と して 、指導者の助言や生徒 自身 の 自己評価 に基づいて各 自の課題 に応 じたシー トを選び学習 を

進 め るよ うに工夫 した ワー クシー トの開発 を行い、個に応 じた学習活動が可能 となる指導方法 に

つ い て研究開発 した。

「製作 品の組立て」では、き りを使 った下穴あけやポール盤 の使 用方法の事前学習 を行い 、指

導者 が評価す る とともに、生徒 の 自己評価 によって、学習進度の差が大 きくな りそ うな生徒や 、

き りでは正確 に穴 あけができない生徒 に対 して 目的 を達成で きる加工が可能 とな るよ う複数 の学

習活 動を設 定 し、生徒 自身 に選 択 させ る授 業展 開を工夫 した。

皿 研 究 の内 容

1実 態調査

(1)調 査の 目的

学習進度の差がある指導項 目を明 らかに して、生徒 の生活体験や学習 内容の理解 、習熟 の程

度 の違 い等 におけ る定着 の実態 を把握す る。

(2)調 査対象

都 内公立 中学校6校 の第1学 年732人 、第2学 年630人 。
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(3)調 査 内容

第1学 年 につい ては、 「中学校入学前」の ものづ く りの経験やそ の時の感想 にっ いて調査 し、

技術 ・家庭科(技 術分野)の 学習 を行 う以前の、 ものづ く りにつ いての生活 体験や 習熟 の程度

の違い につ いて調査す ることとした。

第2学 年 にっいて は、 「中学校入学後」に技 術 ・家庭 科(技 術分野)の 内容A技 術 とものづ

く りの学習 を経た上での習熟 の程度 の違いや感想 等につ いて調査 した。

また 、調査内容は生徒 の実態や これまでの指導 を通 じた経験等に基 づき、 「製作 に必要 な図

をか くこ と」と 「製作品の組立 て」の2つ の指 導項 目について調査す る こととしたa

(4)調 査結果

ア 製作 に必要な図 を見た りか いた りす ることや 工具 の使 用の経験 と、それ を扱 った ことに よ

る感想(第1学 年)
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(5)調 査結果の分析

まず 、 「製作に必要な図 をか くこと」 に関す る調査 につ いては 、第1学 年ではr物 を立体

的にかいた ことがある」 「製作 図や設計 図を見た ことが ある」 「自分 で設計図をかいた こと

があ る」のすべての調査 にお いて、 「難 しい」 と感 じてい る生徒が5割 以上 とな っている。

また 、 「製作図や設計図 を見た こと」 はあるが 「自分で設計図 をかいた こと」は少 ない こと

がわ かる。

第2学 年の調査結果 では、内容A技 術 とものづ く りの学習後 におい ても 「製作 に必要な図

をか くこと」についてのすべ ての調査項 目にお いて4割 以上の生徒が 「難 しい」 と回答 して

い る。

「製作品の組 立て」に関す る調査 につ いては 、第1学 年 では 「き りを使った ことがあ る」

r釘 を打 った ことがある」な どの手工具 の経験が8割 以上 と多数 を占めてい るが、 「ボール

盤 を使 った ことがある」 につ いてはそ の経験が2割 に満 たない。 また 、 「製作品の組 立て」

に関す る調査項 目において 「難 しい」 と回答 した生徒 は、 「釘打 ち」 の30,3%を 最 高にお よ

そ3割 以下 とな っている。

第2学 年の調査 結果では、第1学 年 と比較 して大半の項 目で 「難 しいJと 感 じた生徒 の割

合が減少す る中で、唯一 「釘 を打 ってみて難 しい」 につ いては30.3%か ら33.8%と3.5ポ イ

ン ト数値 が高 くなってい る。 また、釘 打ちが難 しい理 由 として 「釘 を打ったびに釘 が曲がっ

て しま うこ と」が最 も割合 として多い。

調査結果 よ り、技術 ・家庭科 を学習 した ことで中学校入 学以前 に難 しい と感 じていたほ と

ん どの項 目につ いてその割 合が減少 した。 しか し、学習後 にお いて もすべての項 日について

5割 前後の生徒 が 「難 しい」 と感 じてい る 「製 作に必要 な図をか くこと」 と、学習後に唯一

「難 しい」 と感 じる割合 の増加 した 「製作品の組 立て」におけ る釘打 ちに関 しては、指導の

改善が必要である といえる。

この ことか ら、 「製作 に必要 な図をか くこと」 と 「製 作品の組 立てJの 釘打 ちの2つ の項

目にっいて指導 内容や指導方法 を改善 してい くこととす る。

2補 充的な学習 と発展的 な学 習の導 入

補 充的な学習は 「生徒 の理解や習熟 の状況等 に応 じ学習指導要領 に示す基礎的 ・基本的 な内

容 の確 実な定着 を図る」 ために行 う学習指導で ある。 また、発展的 な学習 とは、 「学習指導要

領 に示す内容 を身に付 けている生徒 に対 して、個に応 じた指導の充実 を図る観点か ら、生徒の

能 力 ・適性、興味 ・関心等 に応 じて、 さらに学習 を広めた り、深 めた り、進 めた りす る」 ため

に行 うもので ある。

前述 の調査結果 の とお り、 「製 作に必要 な図 をか くこと」及び 「製作品の組 立て」 の指導の

場面 で一層 の工夫が必要である ことが明 らかになった。

「製作 に必要 な図 をか くこと」 の指導では、学習 を通 して難 しいと感 じる生徒 が減少 してい

る ものの、その割合の高い こ とか ら、学習進度差 が顕著で あ り必要な生徒に対 しては個 に応 じ

た指 導の充実を図 る観点での学習活動の準備 をして取組 ませ るこ とが必要であ る。

また、 「製作品の組立 て」の釘打 ちの指導では基礎的 ・基本的 な内容の確実な定着を図るた

めの一層 の工夫が求め られてい る。

そ こで、本研 究では内容A技 術 とものづ くりを35時 間で取 り扱い、題材に 「生活に必要な製

品 を作 ろ う」 として、主 たる材料 として木材 を用いた製作 品の製作 を通 して上記2つ の指導項

目について補充的な学習 と発展的な学習を導入することとした。
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内容A技 術 とものづくり(35時 間扱)題 材名 「生活 に必要な製品 を作 ろ うJ

学習項日 主 な 学 習 内 容
指導要領
の項目

時数

わたしたちの

生活と技術

・ 技術の発達とわた したちの生活や産業の変化の関係 を理解する。 A(1)ア 1

身の回りの襲
品に必要な機

能と構造

・ 身の回りの製品に使用されている材料の特徴について理解する。
・ 使用目的や使用条件に即 した製作品の機能と構想にっいて考慮

し、工夫する必要があることを理解する。

A{2)ア ・イ 5

製品の構想
と設計

・ 構想に必要な図法を知る。
・ 等角図とキャビネッ ト図のかき方を理解する。
・ 線の種類 と寸法練の記入を理解する。
・ 生活に必要な製品を考え、図に表す。

A(2}ア ・ウ 10

製品の製作 ・ 製作に使用する工具や機器の使い方、仕組みについて理解する.
・ 工具や機器を適切に使用 し、製作品を製作する。
・ 製作に使用する機器の保守 と安全について知る。

A(3}ア ・イ

A(4)ア ・イ

16

製作のまとめ ・ 製作にっいてまとぬ、互いに発表 し評価する。 A(3)ア ・イ 2

これからの

生活と技術

・ 技術と環境、エネルギー、資源の関係 について調べ、これからの

望ましい技術の在り方について考える。

A(1)イ 1

N実 践事例

1製 作品の設計

(1)本 時 の学習

製品 の構想 と設計(4/10)

「自分 の選んだ図法をマ スター しよ うユ～等角 図 とキ ャ ビネ ッ ト図の練習～

(2)指 導項 目

A技 術 とものづ く り

(2)ウ 「製作品の構想の表示方法 を知 り、製作に必要 な図 をか くこ とができること。 」

(3)本 時の目標

ア 「等角 図」 と 「キャビネ ッ ト図」の うち、 自分の得意 な図法 を知 る。

イ 「等角 図」 と 「キャ ビネ ッ ト図」の かき方 を理解す る。

ウ 「等 角図」 と 「キャ ビネ ッ ト図」のいずれかの方法 で立体を表す ことがで きる.

(4)工 夫 ・改善のポイン ト

実態調査の結果 か ら、製作図 をか くことを難 しい と感 じてい る生徒 の多い ことが明 らか にな

った。 そのために、これ まで のよ うな学習 浩動で は製 作品 を構想 図に表す段階で、生徒の理 解

度や 学習進度 に差が生 じて しま う。 本研 究では これ までの指導の経 験か ら、等角図の作図 にお

いて生徒が難 しい と感 じるのは 「水平線 に対 して、それ ぞれ30度 の線 と垂直線 をひ くこ と」

「左右 の交点か ら奥行 きの線 に平行線 を引 き上面 をか くこ と1「 直方体か ら不要な部分 を切 り

取 ること」で あると考えたeま た 、キャビネ ッ ト図では 「奥行 きを45度 に傾 けること」 「奥

行 きを1/2に す ること」 が生徒 に とって理解 しに くい部分 であると考 えた。

また、上記の うち生徒 が難 しい と感 じる部分はそれ ぞれ異 なるため、個に応 じた指導の 充実

を図 る観点か ら生徒個々の学 習課題 に対応 す るワー クシー トの開発 を行 った。

また、事前学習 と して立体 のスケ ッチ を通 じて生徒 各 自が 自分 の得意 な図法 を知 り、 「等角

図1と 「キャ ビネ ッ ト図Jの どち らかの図法 を生徒に選択 させ 、その図法 をこれ まで以上 に重

点的 に練習 させ るこ とで、 「製作 に必要な図 をか く」カ を確 実に定着 させ ることとした。
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(5)学 習展開

ア 前時の展開と評価

分 学習内容 学習活動 教師の指導 ・支援 評 価

導 5 前時の確認 ・ 前時の学習内容を確認す ・ レポー トを配布す る
。 ・ 授 業の準備 を して、

入 と本時の目 る.本 時の 目標 を レポー ト
・ 前時の学習内容 と本時 本時の目標を知ろうと

標 に記入する。 の目標をロ頭で説明し、 す る姿勢が見られる。
板書する。 ・(関心・意欲 ・態度)

展 35 立体を図で ・ 練習用の立体を各班に1 ・ 班ごとに机 をまとめワ ・ 立体を図でかき表す

開 表す つずっ配布 し、立体的な図 一 クシー ト・立体模型 を こ とができ る。

として ラフスケ ッチす る。 配布する. (=[夫 ・創造)
・ 立体的な図の見方がで

きない生徒に対 し、机間
指導で助言す る。

図浩の選択 ・ 等角図 ・キャ ビネ ッ ト図 ・ 等角図 ・キ ャビネ ッ ト ・ 図のかき方を理解し

と練習 のかきかたを知る. 図のかきかたを伝える。 ている。
・ 自分の選んだ図法で練習 〔知識 ・理解)

用の立体模型をかく。 ・ 選択 した図法で立体
・ 配布 された ワー クシー ト ・ 机間指導により製図の をかき表すことができ
1サ ポ ー トレベル01で か 進まない生徒 にア ドバイ る 。

いてみ る。 スす る。 {技能)

・ サ ポー トレベルOで 図 がか けない生徒 は 、 自 己の 課題 に 応 じたサ ポー ト

レベルの シー トで子 ヤ レン ジす る(補 充 的 な学 習)。

・ 机 をもとに戻 させ る。

ま 1G 学習のまと ・ レポー トに本時の学習内 ・ レポー トの ま とめを指 ・ 学習を振 切返 り
、図法

と めと次時の 容 をま とめる。 示 す る。, に関心をもち、かき方を
め 連絡 ・ レポ ー トと ワ ー ク シ ー 理解 しようとしてい る。

トを回収 する。 (関心・意欲 、知職 ・理解)

イ 本時の展開と評価

導

入

展
開

学習内容

前時の確認

と本時の目

標

等角図 ・キ

ャビネ ット

図の練習

前時の学習内容を確認す

る。本時の臼標をレポー ト
に記入する。

立体模型を見なが ら自分

の選んだ図法を練習する。

教師の指導 ・支援

レポー トを配布する。

前時の学習内容 と本時の

目標を口頭で説明する。

班ごとに机をまとめワ
ークシー ト・立体模型を

配布する。

授業の準備をして.

本時の目標を知ろうと
す る姿勢が見られる。

(関心・意欲)

選択した図法でワー

クシー トOに 立体をか

き表すことカ{できる。

(技能)

最初はサポー トレベルOか らチャレンジし、図がかけない生徒はサポー トレベ
ルを1→2→3と 上 げてチャレンジする(補 充的な学習)。
レベルOで 図がかける生徒は、さらに複雑 な立体に対するワークシー トに桃戦

する(発 展的な学習)。
選んだ図法のワーケシー トを、すべて レベル0で かけた生徒は、もう一方の図
法でも同様に練晋す る(発 展的な学習)。

班の中で生徒同士が互い
に教え合 う。

ア ドバ イスの 内容

図法の選択が適切か どうカ㌔

自己の課題に応 じたサポー ト
レベルを活用 しているか。

学習のまと

めと次時の

連絡

レポー トに本時の学習内

容をまとめる。

机間指導により製図の

進まない生徒にア ドバイ
スする。

サポー トレベルOが か

けた生徒には次のワーク
シー トを渡す。

机をもとに戻させる。

レポー トの まとめを指

示す る。

レポー トとワー クシー

トを回収す る。

自分にあった図法を

適切に選択 している。

(工夫 ・創造)

自己の課題に応 じた

サポー トレベルのワー
クシー トを活用 してい

る。

(工夫 ・創造)

学習を振 り返 り、図法

に関心をもち、かき方を

理解 しようとしている。

(関 心 ・意 欲.知 識 ・理 解)

一66一



ウ ワー クシー トの例
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曾」「闇トレ孟」1

ユ悌壱略角艦で覆して沸よう

㊨

工 考察

ワークシー トは 「等角 図」 「キャビネ ット図」 ともに、補助線 のまった くない 「サポー

トレベル0」 か ら、つ まずきやすい段階 ごとに必 要な補助線 を入れ た ものを作成 し、線 を

っなげれ ばで きる程度 の 「サポー トレベル3」 までを用 意 した。生徒 は 自分の課題 に応 じ

た レベル の ワー クシー トを利 用 し、そ こか ら 「サポー トレベル0」 まで段 階を進 めなが ら

学習 した。 学習の過程 で各 自が 自分 の課題に気付 き、その課題 を克服す ることで達成感 を

得て学習意欲 を大い に引 き出す ことができた とともに、 「製作に必要な図 をか く」 ことに

関す る知識 と技術 を身に付 けさせるこ とがで きた。

は じめか ら 「サポー トレベルOJを か くことできた生徒は 、よ り複雑な立体のシー トに

挑戦 し嬉々 と して取 り組む姿があった。 また 、サポー トレベルの 高い生徒 について も最小

限の助言で生徒が課題 を解決す ることができ、主体的 な学習活動 を実現す ることがで きた。

以上 よ り、今回 のワー クシー トは学習進度 の差 に応 じた補 充的 な学習 と発展的な学習 、

及 び共通 の学習 を展 開す る上 で非常に効果的 だった といえ る。

2製 作品の組立て

(1)本 時の学習

組立て を しよ う(釘 打 ちに よる接合)

(2)指 導項 目

A技 術 とものづ くり

(3)イ 「工具や 機器 を適切 に使 い、製作 品の部品加 工、組立て及び仕上 げができ ること。 」
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(3)本 時の 目標

ア

イ

ウ

エ

材料 に適 した接 合の仕 方に関す る知識 を身に付 ける。

工具や機器 を安全に使 用で きる。

加工 の 目的や条件に応 じて よ り適切な工具を選択 し、そ の使い方 を工夫す る。

釘打 ちにっいて下穴あけの重要性 と作業手順を理解 し、接合が できる。

(4)工 夫 ・改善のポイン ト

実態調査 の結果か ら、学習 前では き りや釘打ちを簡 単 と考 える生徒が多い。 しか し実際 の作

業で は釘が材料か らはみ出て しま った り、あるいは材料が割れて しまった りす る。 これ は接 合

時の げん の うの使 い方よ りも、その前段階の下穴あけが不十分 であることが原因であ る。その

ため に製作品の完成度を大 きく左右 す る組立加 工(下 穴のけが き、下穴 あけ、接合)に 、学習

進度 の差が生 じるこ とが多い。

そ こで、 き りの下穴あけの加 工 と釘打 ちの練習を行 い必要な技能 を身 に付 け させ るた めに、

練 習材 料 を利用 して事前実習 を行 い、接 合 についてあ らか じめ実践的 ・体験的 に学習 させ るこ

とと した。 また、下穴あけの加 工 につ いては 「目的を達成す るために知識 を適切 に組み合 わせ、

具体的 な形 に した り操作 した りす ること」 を生徒に習得 させ るべ き技術 と とらえ、その加 工 に

ポール盤 を使用す る補充的な学習 を設定す ることとした。

上記2点 の工夫 ・改善 を通 して、釘打 ちによる接合に重点 を置 いた学習活動 を展開 し 「製作

品の組立 て」 に関す る知識 と技術 の確実 な定着 を図 る。

(5)学 習展開

ア 前時の展開と評価

導

入

展

開

ま

と

め

分

5

35

10

学習内容

前時の確認 と

本時の目標

下穴あけの練

習

接合の方法

学習のまとめ

と次時の連絡

学習活動

・ 前時の内容と本時

の目標を確認する。

・ 組立てのためのけ

がき、下穴あけの方

法にっいて知る。
・ 練習用抜に班 ごと

にけがき、きり及び

ボール盤で穴をあけ

る練習をする。
・ 接着剤の使い方

や、釘の打ち方にっ

いて知る、

・ 個人作業

材料加工

下穴加工

・ 評価カー ドに本時

の自己評価と学習内

容を記入する。

教師の指導 ・支援

・ 前時の学習内容と本時

の目標を説明す る。

・ 作業についてビデオで視

覚的に説明する。

類
響
{●

評価

・ 授業の準備を して、

本時の 目標 を知ろ うと

す る。(関 心 ・意欲)

・ 材料に適した接の仕

方に関する知識を身に

付けている。

(知識 ・理解)

きりで下穴あけがで

きる。(技 能)

工具や機器を安全に

使用できる。(技 能)

適切朧 藤 いる」

・ 評価カー ドの記入 を指示

す る。

・ 学習を振 り返 り、使

用する工具や、その使

用方法に関心をもち、

活用 しようとしている。

(開心・意欲、知識 ・理解)

一68一



イ 本時の展開と評価

導
入

展
開

ま
と
め

5

35

10

'内 容

前時の確認 と
本時の冒標

組立ての練習

・ 前時の内容と本時の目

標を確認する。
・ 作業進度を確認する。

・ 題材の組立て時の具体

的な留意事項について知
る。(ビデオ ・板書にて説
明)
・ 練習用板に釘をさし、
ポンドを塗って釘を打っ

練習
(班ごとに8分 間作業を
一斉に行 う。)

ア ドバイ スの内容

の ・

・ 前時の学習内容 と本時の

目標をロ頭で説明する。

昌
,

・ 授業の準備を して
、本時

の目標を知ろ うとする。

(関心・意欲)

・ 道具と機械にっいて説明し選 ・

択させる事を伝える。

編
・ 下穴を正しくあけることができれば、釘打ち
は失敗なく接合できることに気付かせる。

組立て 下穴あけ、接合 ・ 前時での練習を元にきり

での下穴が正確にあけられ

ない生徒にはボール盤 を使
用させる。

製作品に適した加工工程
に関する知識を身に付けて
いる。

(知識 ・理解}
工具や機器を安全に使用
できる。{技 能}
正確な接合力玉できる。

(技能)

「 噂

・ きりで正確に下穴あけができない場合は、ボール盤 を使 う。(補 充的な学習)

学習のまとめ
と次時の連絡

・ 評価カー ドに本時の自

己評価と学習内容を記入
する。
・ 次回の学習内容を確認

る

・ 下穴作業がすべて終わってい

なくてもできる箇所から釘打
ちの作業をさせる.

・ 評価 カー ドの記 入 を指示

す る。

・ 学習を振 り返 り、使用す

る工具や、その使用方法に

関心をもち、活用 しよ うと

している。

{関心・'知 識 ・理

ウ 教材と教具

練習用板(釘 打ち後) '皿叩鮮ド遍

謡瞳
騙,lI1

教材用 自作ビデオ(メ ニュー画面)
誕 一繍 一ヒ』塵聾 肥 麟 齪 唱 甜`

曇爵

翠響
」 、

糊 講 莚

唖

や 　

。..:響 ・ド`

甲撚 撫騰黙纏 耗熱

き り ボール盤 釘打ちによる接合
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工 考察

事前に行 った練習材料 に よるき りを使用 した下穴 あけでは失敗 が多 く、また作業に遅れの

で る生徒がいた。 しか し、 き りでは十分に下穴あけがで きなかった生徒 もボール盤 を使用 し

た練習では正砲 に下穴 をあけ ることがで きた。

製作品の製作 では事前学習にお ける習熟の程 度に応 じて、下穴あけの作業で使用す る工具

について 「き り」又は 「ボール磐 」を選択 させ て作 業 させた。 この ことによって、 ほ とん ど

の生徒 が釘 打ちを的確 に行 うこ とができ 「製 作品め組 立て」の接合 に関す る基礎的 ・基本的

な内容を身 に付 けさせ ることがで きた。

これ らの ことか ら、 き りでの下穴 あけの加 工が十分でない生徒 にボール盤 を使用 させ る事

は補充的な学習 として効果的で あった といえ る。

V研 究 の ま とめ

、 実 態調査及び分析

今 回の研 究では、学習指導要領の 内容A技 術 とものづ く りに示 され ている基礎 的 ・基本的な内

容 の確 実な定着 を図るために、生徒 の実態や これ までの指導 を通 じた経験等 に基づ き学習進度差

の大 き くなる項 目につ いて実態調査 を行 いその原 因を分析 した。分析結果 か ら学習内容 にお ける

生徒 のっまず きの原 因の詳細が明 らかにな り、その原因 を解 決す る補充的 な学習や発展的 な学習

を導入 す ることによって、生徒 自身 が主体的に課題 解決 を図 ることのできる指導内容及び指導方

法 を開発す ることができた。

2補 充的な学習

r製作 に必要な図をか くこ と」の学習 においては、 これ まで行 われ ていた共通 に学習す る時間

と比 較 して、生徒一人一人が 「等角 図」又は 「キャビネ ッ ト図1の かき方 にっ いて 、自 らの課題

を よ り明確 に とらえてそれ を解決 しよ うと主体的 に取組 む こ とができる ワー クシー トを開発す る

こ とがで きた。今回開発 した ワー クシー トは、個 別の課題 に具体的に対応 したサポー一トレベル0

～3を 生徒が選択 して、つ まず きに応 じて図法の決 ま りや手順 を確認 しなが ら学習す る ことが で

きた。っ まず きのポイン トが明確 になったこ とによって グループ学習 におけ る生徒同士 のア ドバ

イス も容易 とな り、また指 導者 か らの必要最小限 の助言 によって学習 を進め ることがで きた。

「製作 品の組立て」の木材 を主たる材料 とした学習 にお いて は、仮組 立て ・組立てのための接

合部 の けがき ・下穴あけ ・接合 といった作業工程が あるが、今回 の研 究では、釘打 ちによる接 合

を重点的 に指導す るよ う内容 を焦点化 した.そ の他 につ いては、習熟 の程度 に応 じて 唱 的 を達

成す るた めに知識 を適切 に組み合 わせ 、具体的 な形 に した り操作 した りする こと」 に特化 して学

習活 動 を展開す ることに よって 、今 まで以上 に多 くの生徒 が製作品の完成 の喜 びを知 り、学習の

充 実感 を味わ えるよ う工夫す るこ とができた。

今 回 は補充的な学習 としてボール盤 の使用 を取 り入れ たが、内容A技 術 とものづ く りの学習で

は、機械 を用 いた加 工技術 と手 工具 による加工技術の両方 を学習 させ る必要がある。釘打 ちの加

工の精度 を高 めることにお いて、今 回のよ うに下穴 あけにポール盤 を使 用す ることは有効 である

が、 き りを使 った加工技術 の定着 に関 して別 の題材で時 間をかけて取扱 うな ど配慮 しなけれ ばな

らない。3年 間の指導計画を作成す る上で指導者 が十分 に考えてお くことが必要 である。

3発 展的 な学習

「製作 に必要 な図 をか くこと」の学習では、 「等角 図」又は 「キャビネ ッ ト図」のか き方を身

に付 けた生徒 に対 して、さらに複雑 な立体 をか く学習 に挑 戦す る ワー クシー トや 、も う一方の図

法 にっいて も学習す るな どの活 動 を用意 した。 この学 習に進む ことがで きたのは、限 られ た一部

の生徒 であ ったが、個 に応 じた指導の充実 を図 る観 点か ら、生徒 の能力 ・適性 、興 味 ・関心等 に

応 じて、 さ らに学習を広 げた り、深 めた り、進 めた りす ることに大変有効で あった。

指導 計画 によっては、生徒の実態 に応 じて三角法、透 視画法な ど他の図法 に取組 む活 動や、図

法 の違 い をまとめ る活動 、あるい は基礎的 ・基本的な内容の定着が不十分な生徒に対す る三角定

規や 分度器 に慣れ る学習や正方形 の対角線 を使 って45度 の線 をか く学習、 またデジ タルカ メラ

の画像 に レイヤー を加 えてか く学習 な ど、一層個に応 じた活動の設定が考 え られる。
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